




　本誌第 48 号への投稿（以下前稿）において筆者は、石桁真礼生（1915 − 1996）の声楽作品の創作
理念、背景、時代的変遷などについて論じた後に、生涯最後の声楽作品である歌曲集《貝殻》の作

















　新美南吉の詩集は、歌曲集《貝殻》の作曲当時には 1965 年発行の牧書店版『新美南吉全集』全 8







は「うれい」と「うれひ」、第 3 行は「芝生」と「しばふ」の違いがある。句読点は牧書店版の第 2、
3、4、5、6 行につけられている。また石桁は第 6 行の「なげきぶし」を 3 度繰り返して作曲している。
第３曲〈葬式〉 
行 牧書店版（1965） 大日本図書版（1980〜1981） 
1 日暮れに 日暮れに 
2 楡の森かげで、 楡の森かげで、 
3 まずしい葬式してた。 まずしい葬式してた。 
4 小さい、白い 小さい、白い 
5 棺には、 棺には、 
6 ラッパや絵本を入れて。 ラッパや絵本を入れて。 
7 土饅頭の 土饅頭の 
8 ほとりには、 ほとりには、 
9 野薔薇やなんか撒いて。 野薔薇やなんか撒いて。 
10 名まえが 名まえが 
11 横にきざまれた 横にきざまれた 
12 小さい十字架を立てて。 小さい十字架を立てて。 
13 そして、みんなで祈ってた。 そして、みんなで祈ってた。 
14 －小鳥よ、空から下りてこい。 ―小鳥よ、空から下りてこい。 
15 ―光よ、ここまで射してこい。 ―光よ、ここまで射してこい。 
16 ―ここに、こどもがねむってる。 ―ここに、こどもがねむってる。 
 第４曲〈嘆きぶし〉 
行 牧書店版（1965） 大日本図書版（1980〜1981） 
1 わたしの うれいを わたしのうれひを 
2 しるもの。 しるもの 
3 枯れ芝生、 枯れしばふ 
4 陽なたの石、 陽なたの石 
5 古帽子、 古帽子 




書の差異は、牧書店版の第 14 行の「櫛を落としていきました」と大日本図書版の第 11 行の「櫛を
落いていきました」のみである。
　石桁が牧書店版に変更を加えたのは以下の 3 点である。第 4、5 行目の「しまった」を「アッ しまっ
た」に変え、第 4 行の「ひとりが」を割愛し、第 9 行目の「おばさんがいいました」を「おばさん
はいいました」としている。
　この「ひらがな幻想」で石桁は、他の詩よりも繰り返しを多く行っている。牧書店版の第 2 行の「虎
がくる」は 2 度繰り返されている。第 7 行の「さあさあ」は「さあさあさあさあ」と、「さあ」の重
複が 2 回から 4 回に増え、第 12 行の「前山から虎がきました」の前には「虎がきました」がつけ足
された。さらに第 13 行の「あばれまわって」は 3 度、「みんな食ってしまって」は２度繰り返され
ている。
第５曲〈ひらがな幻想〉 
行 牧書店版（1965） 大日本図書版（1980〜1981） 
1 おばさんの家では、大騒ぎでした．前山 叔母さんの家ではおほさはぎでした 前山から虎がく 
2 から、虎がくるといっていました。みんな押 るといつてゐました みんな押入れのなかにはいつて 
3 し入れの中にはいって、小さくなっていまし 小さくなつてゐました しまつたといつてひとりが井 
4 た。しまったといって、ひとりが井戸のふた 戸のふたをしめてきました しまつたといつてだれか 
5 をしめてきました。しまったといって、だれ が竈のうへに蝋燭をたてました 前山の竹がさあさあ 
6 かがかまどの上に、ろうそくを立てました。 と鳴るとみんなふるへました こうじんさまをだいじ 
7 前山の竹が、さあさあと鳴ると、みんなふる にしないからだと叔母さんがいひました 来るだらう 
8 えました。こうじんさまをだいじにしないか か虎はといひました 來るはづだきつと來るよといひ 
9 らだと、おばさんがいいました。くるだろう ました 縁つきのたゝみにぱつと陽がさしました 前 
10 か虎は、といいました。くるはずだ、きっと 山から虎が來ました 暴れまはつてみんなくつてしま 
11 くるよといいました。へりつきの畳に、ぱっ つてあとに櫛を落いていきました 
12 と日がさしました。前山から虎がきました。   
13 あばれまわって、みんな食ってしまって、あ   
14 とに櫛を落としていきました。   
第 5 曲〈ひらがな幻想〉
4　この詩における両書の違いは旧仮名遣いと漢字のみである。大日本図書版の第 5 行目と第 9 行目
















行 牧書店版（1965） 大日本図書版（1980〜1981） 
1 ある日、ふと ある日ふと 
2 泉が湧いた。 泉が湧いた 
3 わたしのこころの わたしの心の 
4 落葉の下に。 落葉の下に 
5 蜂がきて、    × 
6 針とぐほどの 蜂が來て 
7 小さな泉。 針とぐほどの 
8 しようもなくて、 小さな泉 
9 花をうかべて    × 
10 ながめていた。 しやうもなくて 
11   花をうかべて 
12   ながめてゐた 
第 6 曲〈泉〉
〔譜例 1 〕III〈葬式〉冒頭、第 86 小節〜第 87 小節
5点が休符にあるかのような効果を求めると良い。
　歌が始まる第 92 小節からは言葉の抑揚通りに音がつけられているため、頻繁に拍子が変化する〔譜
例 2 〕。この曲では、25 小節に及ぶ歌唱部分のうち拍子が変わらないのは 4 小節のみであり、残り

















3）　第 6 曲〈泉〉の、第 273 ～ 282 小節の「ある日」の ｢日｣ も漢字で記されている。
〔譜例 2 〕III〈葬式〉第 92 〜 95 小節
6から「い」の長 6 度のように、大きな下行跳躍音程における低い方の音にはアクセントがつきやす
いため、注意が必要である。
　第 95 小節の「そうしきしてた」の「そうしき」の言葉の後のピアノパ―トに現れる B1 音には象
徴的な意味があると考えられる。この歌曲集では、この音が全編を通じて特徴的に扱われている。
第 1 曲〈貝殻〉の前奏の第 8 小節、第 3 曲〈葬式〉では前述の箇所に加えて「ここに こどもが ねむっ
てる」の言葉の後、第 4 曲〈嘆きぶし〉の第 139 小節の長いこぶし回しの最後の「なげきぶし」の
言葉の前、第 6 曲〈泉〉の最後の音、すなわち歌曲集《貝殻》の最後の音などに B1 音があらわれる（箇
所によっては B−B1 のオクターヴになっている）。これらの箇所の言葉には哀しみが含まれていると
いう共通点があるので、B1 音は哀しみを表現する音と解釈することができる。
　第 100 小節の３拍目のピアノの des 音と b 音もまた、哀しみを引き出す音と考えてよい。これら




　第 104 ～ 107 小節の語尾につけられたスラ―は音符も休符も長く、ぶつ切れに聞こえないように
語ることが大切である。「のばらやなんか まいて」の「まいて」の前のピアノの短前打音は、「のば





〔譜例 3 〕III〈葬式〉第 100 〜第 102 小節






















　第 117 小節の「小鳥よ」では、「こ」は a 音、「とりよ」は c 音で歌う。第 118 小節の「空からお
りてこい」は、「そ」を es 音、「らから」を d 音、「お」を es 音、「りてこい」を a 音で歌う〔譜例













8〔譜例 4 〕III〈葬式〉第 117 〜 123 小節
9　第 121 小節のピアノパ―トには、2 拍目の裏拍から休符をはさんで 4 拍目に向けて斜線が引かれて
いる〔譜例 4 〕。これは、右手と左手がどこを弾くかの指示である。第 122 小節「ねむってる」の「ね」は、
死んでしまった子供への愛情が表現するために子音の n を長く歌うと良い。第 123 小節の 1 拍目の
b 音（B−B1）は前述した通り哀しみの音であるが、ここでは鎮魂の意味合いで使われている。右手






















　第 135 小節の「ひなたの石」は、「ひ」は fis 音で「なたの」は a 音。「ふる帽子」の「帽子」は、「ぼ」
は a 音で「おし」は f 音で歌う〔譜例 5 〕11）。第 136 小節の「ふる帽子」の 3 拍目の「帽子」から rit.






　「なげきぶし」に入る前に書かれた点線の二重線からは、tempo ad libitum と指定されたカデン
ツで、義太夫風のこぶし回しが延々と続く。第 138 小節のピアノの 2 拍目裏の g 音は、「ひとつゆく
くも」が歌い終わって間を置いてから軽くアクセントをつけ長く弾く。ここからがこぶし回しの始
まりである。このこぶし回しは 1 小節の中で書かれている。1 つのフレーズとして捉え集中力を切ら
さないよう歌われるべきであるという、石桁のこだわりをみてとることができる〔譜例 6 〕。
　第 138 小節の 3 拍目の裏から始まる「なげき」の「げ」は、「んげ」と発音する鼻濁音である。
「げ」の g 音から h 音へはゆっくりとしたポルタメントをつけて歌う。「き」の十六分音符の前打音
の fis 音と「ぶし」の「し」の前打音の cis 音は、アクセントをつけながらテヌ―トで歌うと良い。（イ）
の連続は義太夫や、義太夫に基づく人形浄瑠璃、丸本歌舞伎などの泣く場面で、幾度も繰り返され
る独特の節回しを模したものである。（イ）と記述してある箇所にアクセントをつけ、長めに歌うと




　2 回目の「なげき」も 1 回目と同様に「なんげき」と発音するが、音量は pp でテヌ―トを長めにとる。
「ぶし」の「し」のスタカ―トは鋭く短くし、（イ）は下から音をずり上げるようにアクセントをつける。
タイでつながった三連符の gis 音と a 音は書かれた音価よりも長く歌う。哀しみの音であるピアノパ











　第 140 小節に始まる 9 小節の前奏の 6 小節目からは、半音が順次進行の三連符に変わるが、歌の
入る 1 小節前にあたる第 149 小節のアウフタクトの a tempo から一変して、剽軽な味わいの和音が
4 回演奏される。「むかしむかし、あるところに」といった昔話が始まるかのような明るさがある。
a tempo からのピアノは、明るく単純な表情で弾くと良い。
　この曲の大きな特徴は、テンポ設定である。♩＝ 76、♩＝ 72、♩＝ 84、♩＝ 63、♩＝ 88 で書かれ、
登場人物によってそのテンポが決められている。







が引かれて 2 小節に分けられている。しかも音の高低差が大きい。したがって「おお」は他の 3 小
節よりもゆっくりと、大げさに語ると良い。









冒頭の♩＝ 76 から♩＝ 72 に変わっている。ここは「おおさわぎ」の原因が分かり、怖くて小さくなっ































も♩＝ 84 で書かれているが、同一人物ではないと思われる。どちらも音量は「アッ」はmp で「しまっ
た」はmf だが、1 度目の「アッ しまった」は b−cis−a で書かれており、2 度目の「アッ しまった」
の e−f−cis よりも音が高い。もし 2 回目の「しまった」の音量が小さく変化していたならば、同一
人物が恐怖で声が小さく低くなったと考えられるが、どちらもmf であることから、1 度目が女性で
2 度目は男性と想定される。




〔譜例 8 〕V〈ひらがな幻想〉第 173 〜 174 小節
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張されている〔譜例 9 〕。第 186 小節のピアノの 2 拍目の浮き上がったような音色の和音は、ろうそ
くに火が灯る音で、第 188 小節の 1 拍目の和音はろうそくを立てる音である。同じpp の四分音符で
も、火が灯るほうの a 音は他の 2 つの音よりも強めに弾いて際立たせ、ろうそくを立てるほうは和
音が溶けるようにタッチに変化をつけると良い。
　第 195 小節から第 197 小節までは「まえやまのたけ」が風でゆれる擬音である〔譜例 10〕。
しかし第 195 小節は竹のゆれる様だったのが、第 197 小節では音量がf からff に上がり、虎がやって
来るかも知れないという恐怖とが重なっているように感じられる。
　第 195 小節の「さあ さあ」は竹のゆれを表現するための音量として、p あるいはmp で歌う。一方、
第 196 小節の「さあ さあ」から第 197 小節でff にいたるくだりは、虎がやって来る恐怖が表現され
ている。
〔譜例９〕V〈ひらがな幻想〉第 186 〜 188 小節








張る様な歌い方をすると竹のゆれる感じが出ることも、その根拠になるだろう。なお第 197 小節の 3
拍目の歌のスタカ―トは、ピアノパ―トと同様に強い音で押し付けるような歌い方が良い。
　第 198 小節からは、擬音の音符からふたたびシュプレッヒシュティンメにもどる。ナレーターの
「みんな ふるえました」の「みんな」と「ふるえました」の間の 1 拍のピアノパ―トの和音は、震
える様子を表しているため柔らかく弾く。ナレーターは恐怖で震えているように語る。
　第 208 小節から 10 小節は、登場人物とナレーターが頻繁に入れ替わる〔譜例 11〕。♩＝ 84 で書
かれた「くるだろうか とらは」は、音が高いことから 1 度目の「アッ しまった」を言った女性と




　第 218 小節からの間奏では、この曲の前奏が回帰される。第 231 小節「へりつきのたたみに パッ
とひがさしました」の「パッ」の前の八分音符のピアノパ―トの和音は、日が射す音である。この
12）　石桁は「おばさんは　いいました」と変更している。
〔譜例 11〕V〈ひらがな幻想〉第 212 〜 215 小節
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メヌエット風ののどかな音楽が挿入された後の 4 小節の間奏は、三連符、四連符、五連符、六連符








上行しながら 3 度、「みんな くってしまって」は音が下降しながら 2 度繰り返されて、劇的なシ―
ンに仕上がっている。
　第 248 小節の「みんなくってしまって」の「し」にはアクセントがつけられてなく、「くって」か
ら rit. がついて悲哀が表現されている。「し」の S の発音を長めにしてアクセントがつかないように
注意する。第 250 小節の「みんな くってしまって」はどこにもアクセントはついていないが、「くっ
て」の「く」には 1 度目と同様にmp ではあっても言葉を明確にするために少しだけアクセントを
つけると良い。
　第 254 小節の「あとに」の b 音から a 音へ、また fis 音から f 音へ半音下降を繰り返すことで、虚
脱感を表している。シンコペ―ションにアクセントをつけないように気をつける必要がある。


























アノは歌が入る前の左手のアウフタクトの a 音から b 音、右手の cis 音から d 音へのつながりを意
識し、歌はピアノからの旋律の流れを壊さないよう、またピアノと同じmp であることに意識を持ち、
ピアノと歌が一本の旋律となるように注意する。
　第 284 小節の「わいた」の「た」は 1 度目よりも 1 拍長く、3 拍半になっている。最後の 2 拍半目
からピアノの上行形の幻想的な音楽と重なるため、ピアノの中に歌声が溶け込むように、半音上がっ
て h 音になった時には 1 度目の「た」の d 音よりもヴィブラ―トが少なくなるように歌わなければ
ならない。
　第 288 小節のピアノの２拍目の和音は、前奏から幻想的な音楽が続くなかで、突如大鼓（おおつ
づみ）がなったかのように印象的である〔譜例 14〕。mp の音量の中でも、鋭さが欲しい。2 拍目の
b 音から h 音へは親指をそのままずらして弾く。指をずらした h 音の音量が小さくなり、もたれか
かるような印象になる。h 音を弾いた後、右手は斜線の指示通り fis − a 音の和音を弾き、次に４拍
〔譜例 13〕VI〈泉〉第 273 〜 275 小節
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目の裏の d 音を弾く。d 音は少しアクセントをつけ長めに弾くことで、２拍目の b − h を弾いた時
のエコーのようにする。
　第 290 小節の「いづみ」の「み」の d 音はピアノと同音になるため、ピアノが cis に移る第 291 小
節の 2 拍目まで伸ばしてはいけない。ピアノは第 288 ～ 289 小節のように、もたれた感じで、第 291








ことが多い。1 度目の「わいた」の「わ」から「い」は fis 音から d 音の短 6 度、「わたしのこころの
おちばのしたに」の「し」から「た」と、2 度目の「わいた」の「わ」から「い」は fis 音から b 音
の減 4 度、「いづみ」の「い」から「づ」は d 音から 1 オクターヴというように、跳躍音程の幅はか
なり広い。しかし直後に長い音符がくるために、躍動感が感じられない。この組み合わせによって
幻想的な雰囲気が助長されている。またフレーズの途中にも、「はなをうかべて」の「は」から「な」










　後奏の 10 小節のうち、歌が終わってから 3 小節（第 298 ～ 300 小節）の間に 3 回現われる八分音
符と三連符による下行形では、前の雰囲気を保持する。一方、accel. に入る第 301 ～ 302 小節の十六
分音符と五・六・七連符は、アクセントのついている cis 音に向かって一気に弾く。cis 音について
いるf はff くらいの音量を意識するべきであろう。
　その後、ピアノの右手は歌の代役のように再び上行形となり、左手は下行していく。第 304 小節
の 3 拍目の左手の和音を弾いた後は、音が混じり合っていくように、ペダルは切らない〔譜例 15〕。
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Liederzyklus Muscheln von Mareo Ishiketa:
Eine Analyse über die Zusammenhänge zwischen Text und Musik
sowie interpretatorische Vorschläge 2
Akemi OBATA
　Dieser Aufsatz gilt als die Fortsetzung des ersten Aufsatzes unter demselben Titel, der im 48. 
Band dieser Serie veröffentlicht wurde, und analysiert das dritte bis sechste (letzte) Lied aus dem 
Liederzyklus Muscheln, die letzten Liedkompositionen von Mareo Ishiketa（1915-1996）.
　Der erste Abschnitt behandelt den Vergleich verschiedener Fassungen des Textes von 
Nannkichi Niimi. Die Absichten Ishiketas in den Weglassungen und Wiederholungen des Wortes 
werden hier thematisiert. 
　Im zweiten Abschnitt werden Interpretationshilfen für die Lieder Nummer drei bis sechs 
vorgeschlagen. Mit Hilfe von Notenbeispielen werden die Verhältnisse zwischen Text und Musik 
analysiert. Dabei werden die Verhältnisse zwischen der Singstimme und der Klavierbegleitung, 
sowie technische Spiel- und Singhilfe, Tempo- und Dynamikbestimmungen berücksichtigt. 
　Durch solche Überlegungen kristallisiert sich heraus, dass im Liederzyklus Muscheln vielmehr 
die humanitäre Liebe und Erlösung als die Strenge, die Ishikeka in seinen früheren Werken häufig 
als das Thema aufnahm, zu erkennen sind. 
　In den Musikhochschulen Japans ist gegenwärtig deutlich eine Tendenz festzustellen, dass 
im Sologesang mehr einfache Melodien nach prosaartigen Gedichten als “moderne” Stücke 
aufgenommen werden. 
　An Ishiketas Credo: Die Stimme ist nicht mehr, als ein Werkzeug, sollte hier erinnert werden. 
Die einzelnen Lieder des Liederzyklus‘ Muscheln sind relativ kurz und haben leicht verständliche 





　石桁真礼生（1915 − 96）の最後の声楽作品である歌曲集《貝殻》の第 3 曲～第 6 曲の楽曲分析と、
演奏家からみた解釈と演奏への提言。本誌 48 号の続編である。第 3 曲の〈葬式〉、第 4 曲〈嘆きぶし〉、
第 5 曲〈ひらがな幻想〉、第 6 曲〈泉〉を扱う。
　第 1 章は新美南吉の詩を取り扱う。異なる版を比較し、相違を確認する。すでに本誌 48 号におい
て石桁が用いた版は解明されているが、言葉の割愛や繰り返すなどした石桁の意志を探った。
　第 2 章は第 3 曲から第 6 曲までの演奏上の注意を提案する。そこでは譜例によって歌詞と音楽の
関係が分析される。その際に歌とピアノの関係、演奏技術上注意すべき点、テンポや音量について
の配慮がなされた。歌曲集《貝殻》は石桁の先行作品にみられる「自己のきびしさ」ではなく、「救い」
と「哀しみの昇華」が認められる。生涯最後の声楽作品は「人間の存在の哀しさ」よりも「人間愛」
を多く感じる温かい作品となった。
　現在日本の音楽大学では、器楽に比べ声楽教育において近現代の独唱曲を扱う意識が低い。散文
詩で優しい旋律や発声のための選曲が多く見られる。「声というのは唯の道具にすぎない」いう石桁
の信念を、母国語でありながら無神経に言葉を扱うことのないよう「歌うように語る」、「語るよう
に歌う」という本来あるべき姿に刻み込むべきである。
　歌曲集《貝殻》のそれぞれの曲は演奏時間も短く詩も易しいため、他の石桁の作品に比べて取り
組みやすい。今後石桁の歌曲が、特別に難しいとはされずにレパートリーとして演奏されることを
願ってやまない。
